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１． 第６次北区男女共同参画行動計画（アゼリアプラン）の概要 

  

北区では、「男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、その個性と能力を充分に

発揮することができる男女共同参画社会」をめざし、施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

めに、北区男女共同参画行動計画（アゼリアプラン）を策定してきました。 

そして、平成１８年６月に「北区男女共同参画条例」を制定し、７つの基本理念を掲げ、豊

かで暮らしやすい地域社会の実現に向けての基盤整備を行いました。また、令和２年３月に第

６次アゼリアプラン（令和２年度～令和６年度）を策定しました。 

このアゼリアプランの実効性を高めるために計画の評価システムを導入し、現在、その推進

に取り組んでいるところです。 

 

 

（７つの基本理念） 

  

１ すべての区民は人権が尊重され、性別による差別を受けず、個性と能力が発揮でき 

  る機会が確保されること。 

 

 ２ 性別による固定的な役割分担意識に基づく社会の制度・慣行が改善され、すべての 

   区民が多様な生き方を選択できる社会づくりが推進されること。 

 

 ３ すべての区民が社会の対等な構成員として、あらゆる分野における政策・方針の 

立案・決定に参画できる機会が確保されること。 

 

 ４ あらゆる教育の場において、男女共同参画の視点を踏まえた教育が推進されること。 

 

 ５ すべての区民が相互の協力と社会の支援の下に、家庭生活と社会的活動との均衡と 

   調和のとれた生活を営むことができること。 

 

 ６ すべての区民が互いの性を理解し、意思を尊重し、共に健康な生活を営む権利が 

保障されること。 

 

７ 地域における国際化の進展に配慮し、国際理解の下に男女共同参画が推進される 

こと。                                        

 

 

２



 

（１）計画の性格 

①この計画は、令和２年度から令和６年度までに取り組む「北区男女共同参画行動計画」（第６

次アゼリアプラン）です。 

 

②この計画は、北区男女共同参画条例第１０条に定める行動計画です。 

 

③この計画は、北区男女共同参画審議会の提言を尊重し、策定したものです。 

 

 ④この計画は、区の目指すべき将来像を掲げる「北区基本構想」を実現するための「北区基本

計画」やその他の関連する分野別計画との整合性を図り、策定したものです。 

 

⑤この計画は、国の「男女共同参画基本計画」、都の「東京都男女平等参画推進計画」の趣旨 

 を踏まえて策定したものです。 

 

⑥この計画は、「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項に規定する市町村男女共同参画 

計画として位置づけます。 

 

⑦この計画は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３ 

項に規定する「市町村配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等のための基本計画」と 

して位置づけます。 

 

⑧この計画は、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第６条第２項に規定する 

「市町村女性の職業生活における活躍推進計画」として位置づけます。 

 

（２）計画の進捗評価 

この計画は、毎年、多様性社会推進課が計画の進捗状況を確認し、「北区男女共同参画 

審議会」において、進捗状況の評価を行います。 
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（３）計画がめざす目標 

この計画では、条例の基本理念に基づき、４つの地域社会の姿を目標としてイメージし、その 

実現をめざして男女共同参画を推進します。 

 

①人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会 

 男女がともに個性と人格を尊重し、互いの性を理解しあい、生涯にわたり心も体も健 

康に過ごせる地域社会 

 

②ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会 

 男女がともにライフステージに応じて働き方を選択して、仕事と家庭や地域生活をバラ 

ンス良く両立できる地域社会 

 

③あらゆる分野で女性が活躍する地域社会 

 女性と男性が対等なパートナーとして、あらゆる分野で自分らしくいきいきと活躍すること

ができる地域社会 

 

 ④男女があらゆる分野で学び参画する地域社会 

  男女が自らの意思によって、社会のあらゆる分野で学び、参画し、男女共同参画に主体的に

取り組む地域社会を目指します。 
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（４）計画の体系 
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目標Ⅰ　人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会

取　　組 内　　容

1
配偶者等からの暴力の防止
と被害者の支援

配偶者等からの暴力の防止に関
する啓発

配偶者や交際相手からの暴力は、犯罪となる重大な人権
侵害であるという認識を、講座、情報誌等により、広く区民
に向け意識啓発を行います。

2
性別等にかかわる人権侵害
防止への取組み

多様性を尊重した人権意識の啓発

人種、信条、年齢、性別、性自認、性的指向、社会的身分
等により、人権侵害がおこらないように、あらゆる人々の人
権についての理解促進を図ることにより意識啓発を行いま
す。

3
生涯を通じた心と体の健康
支援

健康増進のための支援
男女がともに生涯健康な生活を送ることができるよう、意識
づくりや生活習慣の改善を図るための様々な支援を行い
ます。

4 性の多様性の理解促進
性の多様性の正しい理解のための
意識啓発

区民に対し、性の多様性に関する正しい理解と知識を身
につけるため、パンフレット・情報誌による啓発・情報提供
を行うとともに、区職員に対する研修等を行います。

目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会

取　　組 内　　容

1
ワーク・ライフ・バランスの推
進

ワーク・ライフ・バランスを推進する
企業等への支援

ワーク・ライフ・バランスに積極的に取組んでいる区内中小
企業等を顕彰し、企業の取組事例等を広くPRするなど、
取組を支援します。また、アドバイザーを派遣し、ワーク・ラ
イフ・バランスに取組む企業等をサポートします。

2
子育てや介護・看護と仕事
の両立に向けた支援

困難を抱える家庭への支援
生活困窮・ひとり親家庭等の困難を抱える家庭へ各種生
活支援・給付事業などを行うとともに、経済的な自立に向
けた支援や子どもへの学習支援を行います。

目標Ⅲ　あらゆる分野で女性が活躍する地域社会

取　　組 内　　容

1 女性活躍のための環境整備
女性活躍推進法に基づく協議会
の運営

女性活躍推進協議会を設置し、女性活躍推進法に係る関
係機関と連携し、課題解決を検討します。

2
女性のキャリア形成と多様な
働き方の支援

起業のための知識、情報提供
起業のために必要な知識・情報を提供する講座を実施す
るほか、関係機関と連携して支援します。

3
意思決定過程への女性の
参画推進

町会・自治会等、地域社会におけ
る女性リーダーの育成支援

地域団体のリーダーへの女性の登用について、地域団体
の学習会への出前講座やパンフレット・情報誌等による情
報提供により、意識啓発を行います。

目標Ⅳ　男女があらゆる分野で学び参画する地域社会

取　　組 内　　容

1
育ちの場における男女共同
参画意識の形成

小・中学校、幼稚園、認定子ども
園、保育園での意識啓発

学校等での日常活動の中で、子どもたちに男女共同参画
の考え方を身につけられるよう、長期的な意識啓発に努め
ます。

2
日常生活における男女共同
参画の推進

女性参画の促進と女性防災人材
の育成

男女双方の視点に配慮した防災対策を策定するとともに、
男女共同参画の視点を活かした防災セミナーを実施し、
女性防災人材の育成を進めます。

計画を推進するためのしくみ

取　　組 内　　容

1 区の推進体制の充実 幅広い区民参加の推進
多くの区民が講座や講演会等に参加できるよう、各種事
業を効果的に実施します。

2
区民・関係機関等との連携・
協働

関係機関、地域団体、NPO等との
連携

北区男女共同参画推進ネットワークやスペースゆう登録団
体等との連携を強化し、関係機関、地域団体、ＮＰＯ等の
地域団体との協働事業を通じて、男女共同参画の取組を
推進します。

　2．第６次アゼリアプラン　令和２年度事業の重点取組

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題
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３．評価の進め方

ページ

↓

39～４7

①　所管課では、アゼリアプランに定める取組の中から、男女共同参画の浸透状況を測るのに

　   適した事業について、チェックリストを使用して、配慮度による評価を行います。適した事業について、チェックリストを使用して、配慮度による評価を行いました。

②　多様性社会推進課では、各取組について各課に調査票の作成を依頼し、各課にて男女共同

　   参画の視点から評価を行います。多様性社会推進課は、各課に必要に応じヒアリング等

　　を実施し、調整を行いました。

③　多様性社会推進課では、事業単位評価を総合して、各課題単位の評価を行い、男女共同

　　参画審議会に報告しました。

④　男女共同参画審議会は、課題単位の評価をもとに、目標単位での評価及び全体の進捗状況

　　の総合評価を行い、結果を男女共同参画推進本部に報告しました。

　

　

配慮度チェック 男女共同参画への配慮度評価 ①各所管課

　北区男女共同参画行動計画「アゼリアプラン」は、計画の進捗状況を把握するとともに、
施策の見直しや改善を進めるために、毎年度評価を行います。
　評価は事業・課題・目標の各段階において、所管課・多様性社会推進課・北区男女共同参
画審議会が行いました。（下表のとおり）

14～１６

17～19

21～38

④男女共同参画審議会

【事業は進んだか】

指標・配慮度をもとに各事業を
評価する。（一部ヒアリング実施）

評価者評価方法評価単位

事　業

③多様性社会推進課

②各所管課及び
　多様性社会推進課

目　標

【目標は達成されたか】

課題単位の評価をもとに総合評価
及び全体総括を行う

課　題

【課題は解決されたか】

各事業の評価をもとに
総合評価を行う

８



　区の実施した事業について、男女共同参画の視点から見た進捗状況に対して評価を行うものである。

　評価は取組に対応する各事業ごとに行う。

①各課の事業についての評価は１表、多様性社会推進課の事業についての評価は２表を使用する。

②各事業についての評価項目の状況をチェックし、その点数を集計し、評価段階を決定する。

評価方法  ①A～Cの配点＝　 A（十分等）25点 、B（要工夫等）13点、C(不十分等）0点    　　　

 ②各評価項目の配点の合計により、評価段階が決まります　

  （評価項目が４項目の場合）　 81～100点＝A　 51～80点＝B   　0～50点＝C

  （評価項目が３項目の場合）　 61～75点  ＝A　 38～60点＝B   　0～37点＝C　

【１表：各課の事業についての評価】

適切 □ やや不足 □ 不足 □

十分 □ 要工夫 □ 不十分 □

十分 □ 要強化 □ 不十分 □

十分配慮 □ ある程度配慮 □ 不十分 □

小計

合計

評価段階

A

B

C

D

－

【２表：多様性社会推進課の事業についての評価】

適切 □ やや不足 □ 不足 □

十分 □ 要工夫 □ 不十分 □

十分 □ 要強化 □ 不十分 □

事業に反映 □ ニーズ把握のみ □ 把握していない □

小計

合計

評価段階

A

B

C

D

－

＜事業単位の評価方法＞

評価項目 A B C

需要に対するサービスの供給量

区民への周知

関係機関・団体との連携

男女共同参画の視点からの配慮

点 点 点

点

評価内容

男女共同参画の推進に直接的・間接的に効果をあげている。

男女共同参画の推進に直接的・間接的に効果をあげているが、実施方法等によってはさらに
効果をあげることが見込まれる。

男女共同参画の推進に直接的・間接的にある程度効果をあげているが、実施方法等を工夫
し、さらに効果をあげることが求められる。

事業を行わなかった。

事業完了、事業を予定していたが中止となった、隔年実施、実施準備中などの理由により評
価できない。

評価項目 A B C

需要に対するサービスの供給量

区民への周知

関係機関・団体との連携

区民ニーズの把握

点 点 点

事業完了、事業を予定していたが中止となった、隔年実施、実施準備中などの理由により評
価できない。

点

評価内容

適切に実施されている。

実施されているが、更に充実が求められる。

実施されているが、十分でない。

事業を行わなかった。

９



各課題ごとに、事業単位評価を総合し、課題解決の視点から評価を行うものである。

評価は取組単位評価をもとに、平均ポイントにより判定する。ただし、取組の重要性等を加味して

段階を変更することも可能とする。

【計算方法】　A=100ポイント、B=75ポイント、C=50ポイント、D=0ポイント とし、次の計算式により

　算出する。

　（各取組のポイント合計）÷（評価Aから評価Dまでの取組の数）

評価段階 条件

A 85ポイント以上

B＋ 75ポイント以上

B－ 60ポイント以上

C 60ポイント未満

男女共同参画審議会が、課題単位の評価及び重点取組等の内容について精査等を行うとともに

全体的な進捗状況を踏まえ、目標単位の総合評価を行います。

〈目標の評価方法〉

〈課題単位の評価方法〉

課題解決に向けた取り組みが不十分である。

課題解決に向け進捗しているが、さらなる取り組みが求められる。

課題解決に向け進捗しているが、一部にとどまっている。

評価

課題解決に向けおおむね進捗している。

１０



取り組み
事業名
所管課

項目
番号

項目内容 チェック

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

4

パンフレット・チラシや申請書の文章、イラストについて、性別にとらわれない表現とす
るよう配慮した。
　(例)家事・育児をするイラストは男女両方を描くようにした。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

男女共同参画に対する配慮度チェックリスト

1

事業の企画・立案・実施にあたり、女性・男性双方（区民又は職員）の意見を聞き、女性
と男性の視点が事業に盛り込まれるようにした。
　(例)女性（男性）の多い実行委員会形式のイベント開催において、男性（女性）の実行委員の意見をもとに、

平日会社などに勤めている男性（女性）の参加を促すためにイベントを休みの日に開催した。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

2

男の役割・女の役割という固定的な性別役割分担意識にとらわれない内容にした。
　(例)男性向けの講座を保育付きで実施した。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

3

女性・男性双方が参加または利用しやすくなるよう工夫した。
　(例)イベントの開催にあたり、勤労者・主婦・子育て中の方を問わず参加しやすいよう開催日・時間・保育

サービス等に配慮した。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

企

画
・
立

案

段

階

実

施

段

階
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項目
番号

項目内容 チェック

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

できた

できな
かった

非該当

配慮した項目の数
【評価】

7

事業の対象となる女性・男性双方にサービスが及んだ。
　(例)職業能力開発の講座を開催したが、男性向けの内容が多かったため、別途女性向けの講座も開催した。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

（事業の対象が片方の性の場合）限定する理由・根拠
　
　
                                ※理由が法的な根拠や身体的特徴（例：妊娠・出産）による場合→非該当にチェック

8

事業を評価するために必要な男女別の実績データが存在する。
　(例)健康相談の件数、助成制度の利用者、講座の参加者アンケート

＜男女別に把握したデータ＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

9

事業を実施する者が、事業進行中男女共同参画を配慮・推進していた。
　(例)ワークショップにてグループリーダーを選出する際、女性も選出されるよう働きかけをした。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

5

区民や職員に対し、性別役割分担を前提にした対応を行わないように、女性・男性いずれ
に対しても同様の態度で対応するようにした。
　(例)子育ての講座を開催する際、母親だけではなく父親も対象であることを口頭・チラシ等で明確にした。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

6

性に起因する問題や安全・健康面等に配慮する必要があった場合、事業を実施する者の性
別に配慮した。
　(例)健康相談において、女性の相談を受ける際に女性の相談員が応じられるように体勢を整えた。

＜取組み具体例・そのほか配慮した点＞

＜できなかった点・できなかった理由＞

実

施

段

階

結

果

男女共同参画に配慮した項目の割合
配慮した数÷（9－非該当数）

男女共同参画配慮度への評価

2/3超 十分に配慮した
1/3超2/3以下 ある程度の配慮をした

1/3以下 配慮が不十分だった
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第２章 アゼリアプランの進捗評価と今後の取組 

 

１． 第６次アゼリアプラン 令和２年度事業の進捗評価 

（１） 北区男女共同参画審議会による目標単位の総合評価 

（２） 課題別評価 

（３） 課題ごとの数値目標一覧 

（４） 個別事業一覧 

（５） 男女共同参画配慮度チェック 

 

２． 今後の取組 

（１）第 6 次アゼリアプラン 令和３年度事業の重点取組 

（２）第６次アゼリアプラン 令和４年度事業の重点取組 
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１．第６次アゼリアプラン 令和２年度事業の進捗評価 
 

（1） 北区男女共同参画審議会による目標単位の総合評価 
 

目標１  人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会 

男女がともに個性と人格を尊重し、互いの性を理解しあい、生涯にわたり心も体も健康

に過ごせる地域社会をめざします。 
 

＜総合評価＞ 

●目標に向けおおむね進捗している。 
 

・「課題１ 配偶者等暴力の防止と被害者の支援」について、若年層に対する意識啓発や相

談業務における関係機関との連携を強化するなど、おおむね進捗している。 

・「課題２ 性別等にかかわる人権侵害防止への取組み」について、虐待防止に関わる関係

機関の連携を強化し、虐待防止への取組を推進するとともに、多様性を尊重した人権に関

わる意識啓発にも努めており、おおむね進捗している。 

・「課題３ 生涯を通じた心と体の健康支援」について、各種健診や相談業務、啓発事業 

により妊娠・出産期にかかわる支援、健康づくりへの支援、相互の性を尊重した健康づく

りの推進を図っており、おおむね進捗している。 

・「課題４ 性の多様性の理解促進」について、区民に対する講座の実施や啓発のためのパ

ンフレットを発行するなど、性的少数者（セクシュアル・マイノリティ、LGBT 等）の理

解につながる施策を進めており、おおむね進捗している。 

 

 

 

 

目標２  ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会 

男女がともにライフステージに応じて働き方を選択して、仕事と家庭や地域生活をバ

ランスよく両立できる地域社会をめざします。 
 

＜総合評価＞ 

●目標に向けおおむね進捗しているが、さらなる取組を求める。 
 

・「課題１ ワーク・ライフ・バランスの推進」について、ワーク・ライフ・バランスを推

進する企業等への支援としてアドバイザーの派遣件数、認定企業数については昨年度を下

回っているため、引き続き広報活動等の取り組みを推進する必要がある。 

・「課題２ 子育てや介護・看護と仕事の両立に向けた支援」について、多様な保育サービ

スの提供や子育て家庭への支援、子どもの貧困対策に向けた事業を実施するなど、おおむ

ね進捗しているが、区民ニーズを捉えた柔軟なサービス提供に努められたい。 
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目標３  あらゆる分野で女性が活躍する地域社会 

女性と男性が対等なパートナーとして、あらゆる分野で自分らしくいきいきと活躍す

ることができる地域社会をめざします。 
 

＜総合評価＞ 

●目標に向けおおむね進捗している。 
 

・「課題１ 女性活躍のための環境整備」について、女性活躍推進法に基づく協議会を設置

するなど進展している。各種ハラスメントについては、使用者及び労働者に対する講座を

実施しており、おおむね進捗している。 

・「課題２ 女性のキャリア形成と多様な働き方の支援」について、「女性活躍推進応援

塾」と称してキャリア形成や再就職支援などの各種講座を実施しており、おおむね進捗 

している。 

・「課題３ 意思決定過程への女性の参画推進」について、政治分野や町会・自治会などの

リーダーが依然として育成につながっていない面もあるので、引き続き意識啓発に努めて

もらいたい。 

 

 

 

目標４  男女があらゆる分野で学び参画する地域社会  

男女が自らの意思によって、社会のあらゆる分野で学び、参画し、男女共同参画に主体

的に取り組む地域社会をめざします。  
 

 
＜総合評価＞ 
 

●目標に向け進捗しているが、さらなる取り組みが求められる。 
 

・「課題１ 育ちの場における男女共同参画意識の形成」については、教育現場における

子どもに対する相談対応を行うなど、おおむね進捗しているものの、地域における町

会・自治会等への取組みは不十分であるため、事業実施に努められたい。 

・「課題２ 日常生活における男女共同参画の推進」は、防災講座を防災・危機管理課と

共催で実施するとともに、コロナ禍において男性向け講座を配信で実施するなど、お

おむね進捗している。 
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計画を推進するためのしくみ  

男女共同参画社会を実現するために、区の推進体制の充実を図るとともに、区民や関係

機関と緊密な連携をし、総合的かつ効果的に施策を展開します。  
 

＜総合評価＞  

●目標に向け進捗しているが、さらなる取り組みが求められる。 
 

・「課題１ 区の推進体制の充実」については、職員研修の実施や計画の進捗管理など、

着実に取り組んでいるものの、スペースゆうを男女共同参画を推進する拠点施設とし

てのさらなる機能強化を図るため、より一層の取り組みが必要である。 

・「課題２ 区民、関係機関等との連携・協働」については、大学をはじめとする関係

団体と協働で事業を実施するなど、おおむね進捗しているが、区民・関係団体等との

連携の強化に努められたい。 
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（２） 課題別評価 
 

目標１ 人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会  

男女がともに個性と人格を尊重し、互いの性を理解しあい、生涯にわたり心も体も健康に

過ごせる地域社会をめざします。 

 

【課題１ 配偶者等からの暴力の防止と被害者の支援】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  DV について、相談体制の充実はもちろんであるが、講座や情報誌等による継続的な啓発

は必要であり、より多くの人へ周知し、講座への参加を得るには、なお一層の工夫が求めら

れる。  

【課題２ 性別等にかかわる人権侵害防止への取組み】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  学校や地域等のあらゆる場面でのハラスメントや性被害等の防止のため、啓発活動を継続

して行う必要がある。また、多様性を尊重した人権意識の向上も重要課題であるため、取組

みを推進する必要がある。 

 

【課題３ 生涯を通じた心と体の健康支援】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  健康づくりへの支援は、生涯にわたって健康に生活を送る上で必要不可欠であるため、今

後も情報提供を継続していく必要がある。 

 

【課題４ 性の多様性の理解促進】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  性の多様性の正しい理解のための意識啓発・情報提供を進めるため、今後も区民向け講座

やパンフレット等の配布を継続して行っていく。 

 

目標２ ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会  

男女がともにライフステージに応じて働き方を選択して、仕事と家庭や地域生活をバラン

スよく両立できる地域社会をめざします。 

 

【課題１ ワーク・ライフ・バランスの推進】 課題単位評価 B 

○ 今後の課題 

ワーク・ライフ・バランス推進認定企業に応募する企業及びアドバイザー派遣を希望する

企業の件数が前年度に比べて伸び悩んでおり、引き続き区内企業に対する周知啓発を推進し

ていくことが必要である。 

 

【課題２ 子育てや介護・看護と仕事の両立に向けた支援】 課題単位評価 Ａ                                   

○ 今後の課題 

  「子育て支援の充実」については継続的に事業を推進しているものの、個々の事業によっ

ては課題が見られる。引き続き、区民が必要としているニーズを捉えた支援の充実を図るこ
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とが必要である。 

 

目標３ あらゆる分野で女性が活躍する地域社会  

女性と男性が対等なパートナーとして、あらゆる分野で自分らしくいきいきと活躍するこ

とができる地域社会をめざします。 

 

【課題１ 女性活躍のための環境整備】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  女性活躍推進法に基づく協議会は設立したが、今後の運営について検討する必要がある。

また、各種ハラスメントの防止のため、講座やパンフレット等による啓発に努めます。 

 

【課題２ 女性のキャリア形成と多様な働き方の支援】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  就業している女性のキャリア形成のための講座について、ニーズを捉えた内容とするとと

もに、起業家や自営業者など多様な働き方に応じた各種支援を進めていきます。 

 
【課題３ 意思決定過程への女性の参画推進】 課題単位評価 B 

○ 今後の課題 

  政治分野や町会・自治会等のリーダーに女性が登用されにくい社会となっていることから、

リーダーの人材育成につながるよう啓発に努めるとともに、審議会や区議会において女性が

意思決定過程に参加できる環境づくりを促進します。 

 

目標４ 男女があらゆる分野で学び参画する地域社会  

男女が自らの意思によって、社会のあらゆる分野で学び、参画し、男女共同参画に主体的

に取り組む地域社会をめざします。 

 

【課題１ 育ちの場における男女共同参画意識の形成】 課題単位評価 A 

○ 今後の課題 

  学校教育等における男女共同参画意識の形成のため、発達段階に応じた意識啓発を推進し

ます。また、地域における男女の役割分担意識にとらわれないよう意識啓発に努めます。 

 

【課題２ 日常生活における男女共同参画の推進】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

  男女共同参画に関する情報について、啓発や情報提供を継続します。防災における男女双

方の視点に配慮した計画については、適宜見直しを行う必要があります。 

 

計画を推進するためのしくみ 

男女共同参画社会を実現するために、区の推進体制の充実を図るとともに、区民や関係機

関と緊密な連携をし、総合的かつ効果的に施策を展開します。 
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【課題１ 区の推進体制の充実】 課題単位評価 Ｂ⁺ 

○ 今後の課題 

  区民ニーズに応じた講座等の企画や周知方法について工夫が必要である。また、スペース

ゆうの認知度向上のため、北区ニュースや北区ホームページ等の情報媒体を活用してＰＲを

するなどさらなる取組が必要である。 

 

【課題２ 区民、関係機関等との連携・協働】 課題単位評価 Ａ 

○ 今後の課題 

 「区民等との協働事業の推進」について、男女共同参画週間事業などに「地域スタッフ」に

協力いただいているが、さらなる参画・協力体制の充実を図るため検討が必要である。 
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目標 指　　標
現状値

（平成30年度）
令和元
年度

令和２
年度

令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

計画期間
の

目標値

1

配偶者等か
らの暴力の
防止と被害
者支援

過去２年間に配偶者等から暴
力を受けた人のうち、公共機
関に相談した人の割合（北区
男女共同参画に関する意識・
意向調査）

12.1% ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 40%

2

性別等にか
かわる人権
侵害防止へ
の取組み

職場・学校・地域で、自分ま
たは周囲の方がハラスメント
被害を受けていない割合（北
区男女共同参画に関する意
識・意向調査）

53.9% ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 65%

3
生涯を通じ
た心と体の
健康支援

過去１年間に健康診断を受け
た人の割合（男女共同参画に
関する意識・意向調査）

男性91.0%
女性82.7%

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

男女とも
100％に
近づける

4
性の多様性
の理解促進

性的少数者（セクシュアル・
マイノリティ、LGBT等）の
ことを自分（自身）や（知人
と）自分に関わりのある問題
として考えたりした人の割合
（北区男女共同参画に関する
意識・意向調査）

9.6% ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 20%

2

子育てや介
護・看護と
仕事の両立
に向けた支
援

保育サービス（保育所、認証
保育所、家庭福祉員等）の定
員数（北区子ども・子育て支
援計画2020）

平成31年
4月

9,060人

令和２年
４月

9,365人

令和3年
４月

9,710人
＿ ＿ ＿

令和6年
4月

9,739人

1
女性活躍の
ための環境
整備

子育て支援制度の利用促進に
取り組んでいる企業（北区男
女共同参画に関する意識・意
向調査）

66.0% ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 80%

2

女性のキャ
リア形成と
多様な働き
方の支援

望ましい女性の働き方につい
て、結婚・出産に関わらず、
ずっと仕事をすると思う人の
割合（北区男女共同参画に関
する意識・意向調査）

24.5% ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 30%

3
意思決定過
程への女性
活躍の推進

審議会等の女性委員の割合
（東京都区市町村男女平等参
画施策推進状況調査）

平成31年
4月

26.3％

令和2年
４月

27.7％

令和3年
４月

27.0％
＿ ＿ ＿

令和6年
4月

40％

2

日常生活に
おける男女
共同参画の
推進

北区男女共同参画条例、ス
ペースゆう（北区男女共同参
画活動拠点施設）の認知度
（北区男女共同参画に関する
意識・意向調査）

条例
13.8%

スペースゆう
18.3％

＿ ＿ ＿ ＿ ＿

条例
50%

スペース
ゆう
50％

　（３）　課題ごとの数値目標一覧

1

2

課　　題

1
ワーク・ラ
イフ・バラ
ンスの推進

ワーク・ライフ・バランスに
ついて何らかの取組をしてい
る事業者の割合（北区男女共
同参画に関する意識・意向調
査）

77.3% ＿ ＿ ＿ 77.3%＿＿

3

4

1

育ちの場に
おける男女
共同参画意
識の形成

「男は仕事、女は家庭」と考
える人の割合（北区男女共同
参画に関する意識・意向調
査）

10.6% ＿ ＿ ＿ ＿ 10.6%＿

２０



　（４）　個別事業一覧

1 若年層に向けた啓発 〇 Ａ

2 ＤＶ防止啓発講座 〇 Ａ

3 配偶者からの暴力防止連絡協議会 〇 A

4 パンフレットや情報誌による啓発 〇 Ａ

↑
①

↑
②

↑
④

↑
⑤

↑
⑥

① 事業番号

② 事業名

③ 事業実績

④ 配慮度対象事業

⑤ 事業単位評価

⑥ 担当課

 

担当課

多様性社会推進課

多様性社会推進課

多様性社会推進課

多様性社会推進課

【各欄の見方】

事業名

事

業

番

号

事業に対する進捗状況に対して評価を行うものです。（評価方法については、9ページを参照）

事業を担当した令和２年度の課名を記載しています。

※網かけは、令和２年度（２０２０年度）重点取組

配慮度
対象事業

事業単位
評価

事業実績

↑
③

※　⑤の事業単位評価については、「A」「B」「C」「D」の評価を行います。なお、評価不能及び評価対
象外の事業は「－」で表記しています。（評価方法については、９ページを参照）
※　新たに策定されたアゼリアプランに対する最初の評価のため、前年度との比較は省略しています。

事業番号を付番しています。（１～２２７）

事業名を記載しています。

事業に対する令和２年度の実績を記載しています。（再掲事業も本掲事業と同様に記載しています。）

配慮度対象事業は「〇」、配慮度対象外事業は「－」です。（配慮度については、３９ページを参照）
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（５） 男女共同参画配慮度チェック 

 
アゼリアプランに定める取組の中から、男女共同参画の浸透状況をはかるのに適した事業

について、チェックリストを使用して、それぞれに計画・立案、実施、結果の各段階で男女

共同参画の配慮について、９項目の内容で調査しました。 

各所管課が男女共同参画配慮調査票に基づきチェックを行った結果は、次のとおりです。 

 

（１）項目別該当数 

 事業単位評価対象の１３３事業についての集計です。                       

項目 項 目 内 容 できた できなかった 非該当 

１ 

事業の企画・立案にあたり、女性・男性双方（区民又は

職員）の意見を聞き、女性と男性の視点が事業に盛り込

まれるようにした。 

97 0 36 

２ 
男の役割・女の役割という固定的な性別役割分担意識に

とらわれない内容にした。 
91 0 42 

３ 
女性・男性双方が参加または利用しやすくなるよう工夫

した。 
93 0 40 

４ 
パンフレット・チラシや申請書の文章、イラストについ

て、性別にとらわれない表現とするよう配慮した。 
103 2 28 

５ 

区民や職員に対し、性別役割分担を前提にした対応を行

わないように、女性・男性いずれに対しても同様の態度

で対応するようにした。 

91 0 42 

６ 
性に起因する問題や安全・健康面等に配慮する必要があ

った場合、事業を実施する者の性別に配慮した。 
86 1 46 

７ 事業の対象となる女性・男性双方にサービスが及んだ。 92 0 41 

８ 
事業を評価するために必要な男女別の実績データが存在

する。 
71 7 55 

９ 
事業を実施する者が、事業進行中男女共同参画を配慮・

推進していた。 
89 1 43 

 

（２）総合的な男女共同参画配慮度状況 

配慮した項目の割合 

配慮した数÷（９－非該当） 

男女共同参画配慮度への評価 ﾁｪｯｸｼｰﾄ数 

２/３超 十分に配慮した 116 

１/３超２/３以下 ある程度の配慮をした ０ 

１/３以下 配慮が不十分だった ０ 

  非該当（※） — 17 

      計  133 

※非該当･････未実施事業（中止などを含む）、配慮度チェックに適さないと思われるもの 
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●男女共同参画に配慮した具体的内容 

 
項目１ 事業の企画・立案にあたり、女性・男性双方（区民又は職員）の意見を聞き、女性

と男性の視点が事業に盛り込まれるようにした。 
 

【目標１】 
（№12／母子・父子、婦人相談／生活福祉課） 

· 母子及び父子並びに寡婦福祉法の改正により、父子家庭の父親の就業相談も含まれるようにな

ったため、父子家庭が対象となる制度については、「ひとり親（母子・父子）」と表記して周知

している。 

（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 虐待防止センター担当者を男性２名、女性２名体制として、男性、女性の視点を取り入れた対

応をしている。 

（№41／障害者・高齢者虐待防止啓発事業／障害福祉課） 

· 東京都北区手話言語の確立及び障害の特性に応じた意思疎通の支援に関する条例の普及啓発

動画の作成に当たって、北区聴覚障碍者協会等の関係障害者団体や北区自立支援協議会専門部

会において男女双方の意見を幅広く募った。 

（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課） 

· 特定健康診査は、実施医療機関ごとに環境や状況が異なるが、協力医療機関から女性・男性双

方の意見をいただき実施している。特定保健指導は案内文書を変更し、ICT面談について分か

りやすく説明するようにした。 
 

【目標２】 
（№118／生活困窮・ひとり親世帯等の中学生への学習支援事業／子ども未来課） 

· 性別にとらわれず、対象となる生徒が参加しやすい内容になるよう心掛けた。 

（№128／待機児童解消のための各保育サービスの充実／保育課） 

· 子育てに対する不安解消や経済的負担を解消するため、待機児童解消を推進することは、子育

て中の方はもちろん、今後に子育てを考えている方の注目するところであり、男女問わず、大

きな期待が寄せられている。男女問わず、保育サービスの拡充は求められており、本事業は男

女双方の意見を反映したものとなっている。 

（№129／延長保育・休日保育の実施／保育課） 

· 保育を必要とされる方の就労体系に応じて、お子さんを保育園に預けられるようにすることは、

男女共同参画の社会を推進する上で欠かせないものである。男女問わず、保育サービスの拡充

は求められており、本事業は、男女双方の意見を反映したものとなっている。 

（№132／放課後児童健全育成（学童クラブ）の充実／子どもわくわく課・子ども環境応援担当課） 

· 行事等を企画する際は、男児・女児を問わず、すべての児童が参加しやすい事業とするよう心

掛けた。 
 

【目標３】 
（№95／親育ちサポート事業（NP 講座）／子ども未来課） 

· パパ向けNP及びワーキングマザー向けNPは土曜日の開催とした。すべてのプログラムで託児

を実施した。 

（№151／就職支援事業／産業振興課） 

· 女性については多様な雇用形態（正社員・パート等）での就職ができるよう、個人の実情と希

望に合わせたインターンシップを行えるよう配慮した。 
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（№173／固定的性別役割分担にとらわれない保育活動／保育課） 

· 保育園の職員は、職員課、東京都、東京都社会福祉協議会、日本保育協会などのさまざまな専

門研修が充実しており、絶えず人権の尊重について、指導されている。各保育園についても、

子ども一人ひとりの対応について、日々話し合いを行い、固定的役割分担にとらわれないよう

努めている。 

（№171／北区教育広報誌「くおん」の発行／教育政策課） 

· 「くおん」の編集及び発行は、北区教育委員会広報編集委員会を設置し行っている。女性・男

性双方の意見を聞くことができるように、女性と男性のバランスを考慮して、編集委員会の委

員の選出を行った。 

（№181／図書館における特設コーナーの設置／中央図書館・多様性社会推進課） 

· 展示資料の選定に際しては、一般の図書資料選定同様、中立性を最も重視して実施しており、

選書、展示の企画運営ともに男女職員により行った。 

（№192／文化センター事業等／生涯学習・学校地域連携課） 

· 講座の内容により対象者を考えたとき、その対象の多くの方々がなるべく参加しやすい日程で

開催できるように考慮した。 

· PC 講座において、仕事後の区民も参加しやすいよう夜間の開催とした。 

· 外国文化講座、地域理解講座において、性別・世代を問わず参加しやすいよう土日の日中開催

とした。 

 

【目標４】 
（№178／スクールソーシャルワーカー活用事業／教育総合相談センター） 

· 平日勤務している保護者からの相談に対応するため、相談対応時間に幅を持たせるなどして対

応した。 

（№184／「家族ふれあいの日」推進事業／生涯学習・学校地域連携課） 

· 行事の実行委員には、男女問わずメンバーとし、女性と男性の視点が事業に盛り込まれるよう

にした。 

 
 
項目２ 男の役割・女の役割という固定的な性別役割分担意識にとらわれない内容にした。 
 

【目標１】 
（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 虐待通報を受けての事実確認調査の際には、男性担当者と女性担当者で行うようにしている。 

（№58／図書館における関連図書の収集及び提供／中央図書館） 

· 図書館の蔵書は、利用者の知る権利を守るため、分野に偏ることなく、また、各分野において

は中立性と多様な立場で書かれた資料を幅広く収集することを旨としている。本項目に関する

分野についても同様に行っている。 

（№196／計画等策定時における男女双方の視点に配慮した防災対策の策定／防災・危機管理課） 

· 大規模水害からの避難行動基本方針普及事業において開催したシンポジウムでは、男女双方の

学識経験者を招き、それぞれの視点からの講話をいただいた。 
 

【目標２】 
（№90／情報誌を活用した情報提供／産業振興課） 

· 商品・商店を取り上げる際、男性向けまたは女性向けといった感覚にならないような記事にし

ている。また、女性経営者も多く取り上げて、なるべく男女のバランスを取っている。 

（№175／性教育のモデル事業実施／教育指導課） 

· 男女共通の内容で授業を行った。 
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【目標３】 
（№151／就職支援事業／産業振興課） 

· セミナー・講習会等を実施する際は、託児スペースを設けるようにし、参加者の利便をはかっ

た。また、参加者の交通の利便性を考慮し、参加しやすい場所に会場を構えた。 

（№171／北区教育広報誌「くおん」の発行／教育政策課） 

· 掲載する記事を選定する際は、性別を限定した記事にならないように常に意識して選定を行っ

た。 

（№172／いじめ防止条例の周知・推進／教育指導課） 

· いじめは男女の性別によるものではないため、男女に関係なく、実施した。 

（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· 仕事をしている保護者からの相談に応じるため、スクールカウンセラーの勤務時間を柔軟に変

更するなど、相談者のニーズに配慮した。 

 

【目標４】 
（№192／文化センター事業等／生涯学習・学校地域連携課） 

· チラシを作成する場合は、男女のイラストを入れるようにした。 

· 講座のタイトルも男性女性のどちらでも参加できるような言葉を使って表現するようにした。 

（№196／計画等策定時における男女双方の視点に配慮した防災対策の策定／防災・危機管理課） 

・ 大規模水害からの避難行動基本方針普及事業において開催したシンポジウムでは、男女双方の

学識経験者を招き、それぞれの視点からの講話をいただいた。 
 
 
項目３ 女性・男性双方が参加または利用しやすくなるよう工夫した。 

 

【目標１】 
（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課） 

· 特定保健指導は、平日の昼間・夜間、土日祝日・夜間の枠を設けている。また、ICT面談を実

施するなど利便性に配慮して実施した。 

（№111／母子・父子家庭自立支援プログラム／生活福祉課） 

· 母子及び父子並びに寡婦福祉法の改正により、母子家庭のみでなく、父子家庭も対象となった

ため、区ホームページ上でも、「ひとり親家庭」の名称で周知している。 
 

【目標２】 
（№112／生活困窮・ひとり親家庭等の小学生への学習支援事業／生活福祉課） 

· 面談等の日程を、勤務状況や子育て中であること等に配慮し、可能な限り週末に設定した。 

（№120／ひとり親家庭向け相談事業／子ども未来課） 

· 面接相談のほか、電話やメールによる相談受付も行っている。また、令和２年度中にオンライ

ン相談を導入し、多様な相談体制を整備した。 

（№125／子育て相談応援事業／子どもわくわく課） 

· 児童館に来館して相談する以外に、電話相談も行っている。 
 

【目標３】 
（№185／家庭教育学級／生涯学習・学校地域連携課） 

· 性別を問わず取り組めるテーマや条件設定（曜日・時間帯等）について配慮した。 

（№173／固定的役割分担にとらわれない保育活動／保育課） 

· 保育園のイベントは男女の区別なく参加できる内容としている。 
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（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· 仕事をしている保護者からの相談に応じ易くするため、スクールカウンセラーの勤務時間を柔

軟に変更し、相談者のニーズに配慮した。 
 

【目標４】 
（№178／スクールソーシャルワーカー活用事業／教育総合相談センター） 

· 仕事をしている保護者からの相談に応じ易くするため、スクールソーシャルワーカーの勤務時

間を柔軟に変更するなど、相談者のニーズに配慮した。 

（№186／おはなし会の開催／中央図書館） 

· 土日開催により、母親だけでなく、父親や祖父・両親と参加する子どもが増加している。中央

図書館の誰でもトイレや男性用トイレにはおむつ替えシートが設置されており、男性保護者と

の来館がしやすいよう配慮している。 
 
 
項目４ パンフレット・チラシや申請書の文章、イラストについて、性別にとらわれない表

現とするよう配慮した。 
 

【目標１】 
（№12／母子・父子、婦人相談／生活福祉課） 

· 法や制度により、対象者が女性に限定されている場合は、その旨を明記した。父子家庭の父も

利用できる事業制度等については、「ひとり親（母子・父子）」と表記している。 

（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· リーフレットのイラストには男性も女性も登場しており、知的障害者にもわかりやすいよう振

り仮名入りで作成した。 

（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課） 

· 特定健康診査は、国保の資格・年齢で対象者が決定するため、性別にはとらわれない表現とな

っている。 

（№48／障害者の差別解消と理解促進／障害福祉課） 

· 配布しているハンドブックについては、男女両方描かれているものを選定している。 

 

【目標２】 
（№113／子どもの居場所づくり（子ども食堂等）支援事業／子ども未来課） 

· パンフレットやチラシの作成にあたっては、性別にとらわれない表現となるよう配慮した。 

（№121／ひとり親家庭向けの生活支援講習会・交流事業／子ども未来課） 

· 申請書類等の作成においては性別にとらわれない表現とするよう配慮した。 

（№128／待機児童解消／保育課、子ども環境応援担当課） 

· 保育園の利用案内や事業のチラシなど、性別にとらわれるような表現はなく、イラストには男

女双方を描いている。 

（№130／病児・病後児保育の実施／保育課） 

· 区民向けリーフレット「北区病児・病後児保育のご案内」中に、女性保育士が子どもを保育し

ているイラストしか掲載していなかった。令和３年度中にリーフレットの見直しを行うため、

掲載するイラストに配慮する。 
 
 

【目標３】 
（№185／家庭教育学級／生涯学習・学校地域連携課） 

· 受講者募集チラシにあたって、文言・イラスト等性別にとらわれない表現に配慮した。 
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（№173／固定的性別役割分担にとらわれない保育活動／保育課） 

· 保育園で作成するチラシは、性別にとらわれるような表現は無いよう十分配慮している。 

（№171／北区教育広報誌「くおん」の発行／教育政策課） 

· 児童等のイラストを掲載する際は、男女両方のイラストを使用し、身長差等の体格的な違いが

ないように配慮した。 

·  

【目標４】 
（№181／図書館における特設コーナーの設置／保育課） 

· ブックリストについては、性別にとらわれない表現としている。 

 
 
項目５ 区民や職員に対し、性別役割分担を前提にした対応を行わないように、女性・男性

いずれに対しても同様の態度で対応するようにした。 
 

【目標１】 
（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 窓口や電話での相談やケース対応では、すべての事案に公平、平等に対応している。 

（№80／図書館における関連図書の収集及び提供／中央図書館） 

· 利用者登録に際しては、男女の記載要件がなく、性別による区分は行われていない。また、日

常業務においても常に性別に関わらず均一のサービスを提供している。 

【目標２】 
（№120／ひとり親家庭向け相談事業／子ども未来課） 

· 専門相談員が相談内容に応じて適切な助言を行い、また必要な情報提供を行った。 

（№125／子育て相談応援事業／子どもわくわく課） 

· 児童館職員に対して、専門相談員による研修を行い、相談者への対応の仕方をレクチャーした。 

（№13／教育相談事業／教育総合相談センター） 

· 相談者への対応は男女で分けることなく、母親でも父親でも同じように対応した。 
 

【目標３】 
（№185／家庭教育学級／生涯学習・学校地域連携課） 

· 講座の受講者募集から開催まで、性別を問わず呼びかけ受け入れをした。 

（№178／スクールソーシャルワーカー活用事業／教育総合相談センター） 

· 相談者への対応は男女で分けることなく、母親でも父親でも同じように対応した。 

（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· スクールカウンセラー研修などの場を通じて、相談者の性別、年齢、立場などで差異を付ける

ことが無いよう、その都度確認を行い、基本に忠実な相談となるよう心掛けた。 

 

【目標４】 
（№184／「家族ふれあいの日」推進事業／生涯学習・学校地域連携課） 

・ 家族向けのイベントを開催する際に、母親、父親などを意識するような表記を避けた。 

 
 
項目６ 性に起因する問題や安全・健康面等に配慮する必要があった場合、事業を実施する

者の性別に配慮した。 
 

【目標１】 
（№12／母子・父子、婦人相談／生活福祉課） 
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· 女性相談・母子相談は、性に起因する問題や相談者の心情に配慮する必要があるため、専門の

婦人相談員・母子・父子自立支援員（女性）が対応している。 

（№13／教育相談事業／教育総合相談センター） 

· 女子児童・生徒の健康面や身体面に関する相談の際には女性相談員が対応するよう配慮した。 

（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 性的虐待事案のケースや身体的虐待事案で身体状況の確認を要する場合などでは、被虐待者と

同性の職員を担当につけ、対応するようにしている。 
 

【目標２】 
（№112／生活困窮・ひとり親家庭等の小学生への学習支援事業／生活福祉課） 

· 担当を男女各１名配置しており、相談が必要な場合、母子家庭・父子家庭や男児・女児いずれ

でも対応できる体制とした。 

（№118／生活困窮・ひとり親世帯等の中学生への学習支援事業／子ども未来課） 

· 性別含めどのような講師を希望するか、事前の三者面談で生徒と保護者の希望を確認し、配

慮した。 

（№120／ひとり親家庭向け相談事業／子ども未来課） 

· 専門相談員はすべて女性である。 

（№13／教育相談事業／教育総合相談センター） 

· 女子児童・生徒の健康面・身体面の相談の際には女性相談員が対応するように配慮した。 

（№151／就職支援事業／産業振興課） 

· 女性参加者の相談等を受ける際、女性相談員が対応できるように体制を整えた。 
 

【目標３】 
（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· 男性スクールカウンセラーが女子児童、生徒の身体面を含んだ相談に応じる際には、女性の養

護教諭や女性の担任教諭に協力を依頼するなどし、相談しやすい環境整備や配慮を心掛けた。 

（№178／スクールソーシャルワーカー活用事業／教育総合相談センター） 

· 女子児童・生徒の健康面・身体面の相談の際には女性相談員が対応するように配慮した。 

 

【目標４】 
（№181／図書館における特設コーナーの設置／保育課） 

· 資料相談（レファレンス）等の場面において、利用者から職員の性別指定の対応を依頼された

場合は対応できる体制としている。 
 
 
項目７ 事業の対象となる女性・男性双方にサービスが及んだ。 
 

【目標１】 
（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 虐待者、被虐待者とも男性もいれば女性もいて、区別することなく虐待防止に向けて対応して

いる。 

（№41／障害者・高齢者虐待防止啓発事業／障害福祉課） 

· 障害者の理解促進のためのハンドブックを男女の別なく配布しており、理解促進のための動画

についてもHPに掲載し男女の別なく閲覧できるようにしている。 

（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課 

· 特定健康診査・特定保健指導ともに個別性が高いため、会場設営等ではプライバシー保護の面

からも十分配慮している。 
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【目標２】 
（№125／子育て相談応援事業／子どもわくわく課） 

· 性別に関係なく質問を受け付けた。 

（№132 放課後児童健全育成（学童クラブ）の充実／子どもわくわく課・子ども環境応援担当課） 

· 行事等を企画する際は、男児・女児を問わず、すべての児童が参加しやすい事業とするよう配

慮した。 
 

【目標３】 
（№178／スクールソーシャルワーカー活用事業／教育総合相談センター） 

・ 母子家庭や父子家庭などの特別な事情以外、可能な限り両親揃っての相談に応じるように心掛

けた。 

（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· 母子家庭や父子家庭などの特別な事情以外、可能な限り両親揃っての相談に応じるように心掛

けた。 
 

【目標４】 
（№196／計画等策定時における男女双方の視点に配慮した防災対策の策定／防災・危機管理課） 

· 大規模水害からの避難行動基本方針普及事業において開催したシンポジウムでは、対象者の性

別を限定せず募集した。 
 
 
 
項目８ 事業を評価するために必要な男女別の実績データが存在する。 
                                                                  

【目標１】 
（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 相談受付台帳に性別欄を設け、集計可能としている。 

（№41／障害者・高齢者虐待防止啓発事業／障害福祉課） 

· 学事係が公開している児童生徒数のデータを基にハンドブックを配布しているが、そのデータ

に男女別の内訳がない。 

（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課） 

· 特定健康診査・特定保健指導ともに、事業評価のために実績データを作成している。 
 

【目標２】 
（№95／親育ちサポート事業（NP 講座）／子ども未来課） 

· 受講者アンケート、参加人数 

（№130／病児・病後児保育の実施／保育課） 

· 「病児・病後児保育」の利用実績については、利用児童総数のみを把握している。令和３年度

からは男女別利用児童数の把握を開始する。 
 

【目標３】 
（№161／議会における男女共同参画の推進／区議会事務局） 

· 本会議や委員会における欠席届の事由等を明文化したが、育児、看護、介護、配偶者の出産補

助等に該当する欠席の届け出がなかったため実績データは存在しない。 

（№172／いじめ防止条例の周知・推進／教育指導課） 

· Q-U（楽しい学校生活を送るためのアンケート）調査の結果、いじめ相談の件数 
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項目９ 事業を実施する者が、事業進行中男女共同参画を配慮・推進していた。 
 

【目標１】 
（№13／教育相談事業／教育総合相談センター） 

・ 相談に応じる中で、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべき」という男女の性役割にとら

われる保護者の思考が柔軟になり、気づきにつながるような言葉がけを多くするよう心掛けた。 

（№30／障害者虐待防止対策の推進／障害福祉課） 

· 虐待防止センターのスタッフは男女の職員を配置し、協働で対応している。 

（№61／特定健康診査・特定保健指導／国保年金課） 

· 今後も、事業委託期間、事業関係機関と意見交換・情報共有を重ね、対象者に十分配慮しなが

ら事業を推進していく。 

（№80／図書館における関連図書の収集及び提供／中央図書館） 

· 展示資料の選定については性別的役割にとらわれず、男女職員で実施した。資料の貸出等につ

いても男女職員・委託スタッフにて実施した。 
 

【目標２】 
（№121／ひとり親家庭向けの生活支援講習会・交流事業／子ども未来課） 

· 男親・女親関係なくひとり親である方々に対して事業を実施した。 

（№128／待機児童解消／保育課、子ども環境応援担当課） 

· 保育園は、お子さんを家庭で保育できない場合に、保護者に代わって保育を行う施設であるた

め、男性・女性に関わらず、子育て世帯に有益となるサービスの提供を推進している。 
 

【目標３】 
（№185／家庭教育学級／生涯学習・学校地域連携課） 

· ワークショップ形式で講座を進行する際も、男性・女性問わず同一の体験学習を行い、受講者

同士が経験を共有できるよう配慮した。 

（№172／いじめ防止条例の周知・推進／教育指導課） 

· いじめは性別に関わらないことを意識して、企画運営を行った。 

（№177／スクールカウンセラー活用事業／教育総合相談センター） 

· 相談時間は両親が共に来所できるような時間を設定するよう心掛けた。また、調整が整わない

場合には行き違いが生じないよう、相談内容を記した資料を提供するなど家庭内での共通理解

につながるよう配慮した。 

 

【目標４】 
（№181／図書館における特設コーナーの設置／中央図書館・多様性社会推進課） 

· 展示資料の選定については性別的役割にとらわれず、男女職員で実施した。展示の運営につい

ても男女職員・委託スタッフにて実施した。 

（№186／おはなし会の開催／中央図書館） 

· 実施中の参加者への呼びかけにおいて、男女による区別をせず同様に行っている。絵本やお話

の内容について、主人公の性別バランスなどに配慮している。 
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目標Ⅰ　人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会

取　　組 内　　容

1
配偶者等からの暴力の防止と被
害者の支援

相談事業の充実

こころと生き方・ＤＶ相談、女性のための法律相
談、教育相談、母子・父子、婦人相談など多様
な相談の場において、ＤＶに関する問題や悩
み、またＤＶ被害についての相談に対し、問題
解決に向けての支援等を行います。また加害者
への取組は引き続き「相談」の一環として行いま
す。

2
性別等にかかわる人権侵害防止
への取組み

多様性を尊重した人権意識の啓発

人種、信条、年齢、性別、性自認、性的指向、社
会的身分等により、人権侵害がおこらないように、
あらゆる人々の人権についての理解促進を図るこ
とにより意識啓発を行います。

3 生涯を通じた心と体の健康支援 健康増進のための支援
男女がともに生涯健康な生活を送ることができるよ
う、意識づくりや生活習慣の改善を図るための
様々な支援を行います。

4 性の多様性の理解促進
性の多様性の正しい理解のための
意識啓発

区民に対し、性の多様性に関する正しい理解と知
識を身につけるため、パンフレット・情報誌による
啓発・情報提供を行うとともに、区職員に対する研
修等を行います。

目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会

取　　組 内　　容

1 ワーク・ライフ・バランスの推進
ワーク・ライフ・バランスを推進する
企業等への支援

ワーク・ライフ・バランスに積極的に取組んでいる
区内中小企業等を顕彰し、企業の取組事例等
を広くPRするなど、取組を支援します。また、アド
バイザーを派遣し、ワーク・ライフ・バランスに取
組む企業等をサポートします。

2
子育てや介護・看護と仕事の両
立に向けた支援

困難を抱える家庭への支援

生活困窮・ひとり親家庭等の困難を抱える家庭
へ各種生活支援・給付事業などを行うとともに、
経済的な自立に向けた支援や子どもへの学習
支援を行います。

目標Ⅲ　あらゆる分野で女性が活躍する地域社会

取　　組 内　　容

1 女性活躍のための環境整備
職場等あらゆる場面でのハラスメン
トの撲滅に向けた啓発

職場におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止
に関する意識の向上を図るため、講座やパンフ
レット・情報誌等による啓発を行います。また、区
職員に対する研修を行います。

2
女性のキャリア形成と多様な働き
方の支援

再就職のための支援
再就職のために必要な知識・情報を提供する講
座等を関係機関と連携して実施します。

3
意思決定過程への女性の参画
推進

町会・自治会等、地域社会におけ
る女性リーダーの育成支援

地域団体のリーダーへの女性の登用について、
地域団体の学習会への出前講座やパンフレット・
情報誌等による情報提供により、意識啓発を行い
ます。

目標Ⅳ　男女があらゆる分野で学び参画する地域社会

取　　組 内　　容

1
育ちの場における男女共同参画
意識の形成

小・中学校、幼稚園、認定子ども
園、保育園での意識啓発

学校等での日常活動の中で、子どもたちに男女
共同参画の考え方を身につけられるよう、長期的
な意識啓発に努めます。

2
日常生活における男女共同参画
の推進

女性参画の促進と女性防災人材
の育成

男女双方の視点に配慮した防災対策を策定する
とともに、男女共同参画の視点を活かした防災セ
ミナーを実施し、女性防災人材の育成を進めま
す。

計画を推進するためのしくみ

取　　組 内　　容

1 区の推進体制の充実 幅広い区民参加の推進
多くの区民が講座や講演会等に参加できるよう、
各種事業を効果的に実施します。

2 区民・関係機関等との連携・協働
関係機関、地域団体、NPO等との
連携

北区男女共同参画推進ネットワークやスペースゆ
う登録団体等との連携を強化し、関係機関、地域
団体、ＮＰＯ等の地域団体との協働事業を通じ
て、男女共同参画の取組を推進します。

２．今後の取組　（１）　第６次アゼリアプラン　令和３年度事業の重点取組

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題
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目標Ⅰ　人権を尊重し健康な生活を実現する地域社会

取　　組 内　　容

1
配偶者等からの暴力の防止と被
害者の支援

相談事業の充実

こころと生き方・ＤＶ相談、女性のための法律相
談、教育相談、母子・父子、婦人相談など多様
な相談の場において、ＤＶに関する問題や悩
み、またＤＶ被害についての相談に対し、問題
解決に向けての支援等を行います。また加害者
への取組は引き続き「相談」の一環として行いま
す。

2
性別等にかかわる人権侵害防止
への取組み

多様性を尊重した人権意識の啓発

人種、信条、年齢、性別、性自認、性的指向、社
会的身分等により、人権侵害がおこらないように、
あらゆる人々の人権についての理解促進を図るこ
とにより意識啓発を行います。

3 生涯を通じた心と体の健康支援 健康増進のための支援
男女がともに生涯健康な生活を送ることができるよ
う、意識づくりや生活習慣の改善を図るための
様々な支援を行います。

4 性の多様性の理解促進
性の多様性の正しい理解のための
意識啓発

パートナーシップ宣誓制度の開始にあわせて、区
民に対し、性の多様性に関する正しい理解と知識
を身につけるため、パンフレット・情報誌による啓
発・情報提供を行うとともに、区職員に対する研修
等を行います。

目標Ⅱ　ワーク・ライフ・バランスが実現する地域社会

取　　組 内　　容

1 ワーク・ライフ・バランスの推進
ワーク・ライフ・バランスに関する情
報提供

ワーク・ライフ・バランスの取組や推進方法等及
び仕事と生活の両立に役立つ内容について、
講座やパンフレット、情報誌等により、情報提供
を行います。

2
子育てや介護・看護と仕事の両
立に向けた支援

困難を抱える家庭への支援

生活困窮・ひとり親家庭等の困難を抱える家庭
へ各種生活支援・給付事業などを行うとともに、
経済的な自立に向けた支援や子どもへの学習
支援を行います。

目標Ⅲ　あらゆる分野で女性が活躍する地域社会

取　　組 内　　容

1 女性活躍のための環境整備
職場等あらゆる場面でのハラスメン
トの撲滅に向けた啓発

職場におけるセクシュアル・ハラスメント等の防止
に関する意識の向上を図るため、講座やパンフ
レット・情報誌等による啓発を行います。また、区
職員に対する研修を行います。

2
女性のキャリア形成と多様な働き
方の支援

再就職のための支援
再就職のために必要な知識・情報を提供する講
座等を関係機関と連携して実施します。

3
意思決定過程への女性の参画
推進

町会・自治会等地域社会における
女性リーダーの育成支援

地域団体のリーダーへの女性の登用について、
地域団体の学習会への出前講座やパンフレット・
情報誌等による情報提供により、意識啓発を行い
ます。

目標Ⅳ　男女があらゆる分野で学び参画する地域社会

取　　組 内　　容

1
育ちの場における男女共同参画
意識の形成

小・中学校、幼稚園、認定子ども
園、保育園での意識啓発

保育園をはじめとする学校教育現場における人
権や男女共同参画についての意識啓発に努めま
す。

2
日常生活における男女共同参画
の推進

女性参画の促進と女性防災人材
の育成

男女双方の視点に配慮した防災対策を策定する
とともに、男女共同参画の視点を活かした防災セ
ミナーを実施し、女性防災人材の育成を進めま
す。

計画を推進するためのしくみ

取　　組 内　　容

1 区の推進体制の充実 幅広い区民参加の推進
多くの区民が講座や講演会等に参加できるよう、
各種事業を効果的に実施します。

2 区民・関係機関等との連携・協働
関係機関、地域団体、NPO等との
連携

北区男女共同参画推進ネットワークやスペースゆ
う登録団体等との連携を強化し、関係機関、地域
団体、ＮＰＯ等の地域団体との協働事業を通じ
て、男女共同参画の取組みを推進します。

　（２）　第６次アゼリアプラン　令和４年度事業の重点取組

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題

課　　題
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第３章 男女共同参画苦情解決委員会の状況 

 

1.  令和２年度北区男女共同参画推進に関する苦情の申出状況 

 

 区では、北区男女共同参画条例（平成１８年６月制定）に基づき、平成１９年 

１月より、男女共同参画推進に関する苦情の申出を受け付けています。 

 令和２年度の苦情等の申出は、０件でした。 

 

 

 

２．令和２年度北区男女共同参画苦情解決委員会の開催状況 

 

 令和３年２月に開催を予定していたが、不急のため未開催とした。 
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■参考資料■ 

 

東京都北区男女共同参画条例 
（平成 18 年 6 月 30 日 条例第 43 号） 

 

日本国憲法は個人の尊重と法の下の平等をうたい、また、

国際連合を中心とした国際社会は、女性に対するあらゆる分

野における差別を撤廃することに積極的に取り組んできた。

さらに、配偶者への暴力をはじめ、暴力は個人の尊厳と人権

を踏みにじるものであり、暴力を生み出す社会の問題として

とらえ、暴力の根絶への取組が始まっている。すべての人が

共にそれぞれの個性と人格を尊重しあい、差別のない社会を

つくること、これは我が国及び国際社会の悲願である。我が

国はそれを二十一世紀の最重要課題と位置付け、男女共同参

画社会基本法を制定した。 

しかし、これは国と国際社会の取組みだけでは実現できな

い。地域社会において、男女が共同して社会に参画し、生活

の中の身近な取組みを積み上げていくことにより、等しくそ

れぞれの個性と人格が尊重される社会が実現される。北区で

は、これまで男女共同参画社会の実現のための取組みを進め

てきたが、いまだ、解決すべき様々な課題がある。 

男女共同参画を推進することにより、すべての個人が等し

く尊重される、豊かで暮らしやすい地域社会を実現すること

を目指して、ここに、この条例を制定する。 

 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この条例は、男女共同参画社会の実現に関し基本理

念を定め、区、区民及び事業者の責務を明らかにし、男女

共同参画社会の実現に関する施策（以下「男女共同参画施

策」という。）を総合的かつ計画的に推進することにより、

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、そ

の個性と能力を十分に発揮することができる地域社会を実

現することを目的とする。 

 

（用語の定義） 

第二条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、

それぞれ当該各号に定めるところによる。 

一 男女共同参画社会 男女が、社会の対等な構成員として、

自らの意思によって、家庭、地域、学校、職場その他の

社会のあらゆる分野（以下「あらゆる分野」という。）に

参画すること（以下「男女共同参画」という。）の機会が

確保され、もつて男女が均等に政治的、経済的、社会的

及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任

を担うべき社会をいう。 

二 積極的格差是正措置 あらゆる分野における男女間の参

画に関する格差を是正するため、必要な範囲内において

男女のいずれか一方に対して機会を積極的に提供するこ

とをいう。 

三 区民 区内に居住し、又は区内に在勤し、若しくは在学

する個人をいう。 

四 事業者 営利又は非営利にかかわらず、区内で事業活動

を行う個人及び法人その他の団体をいう。 

五 セクシュアル・ハラスメント 性的な言動により、相手

に不快感若しくは不利益を与え、又は相手の生活環境を

害することをいう。 

 

（基本理念） 

第三条 男女共同参画社会を実現するため、次に掲げる事項

を基本理念として定める。 

一 すべての区民はその人権が尊重され、直接であるか間接

であるかを問わず、性別による差別を受けず、個性と能

力を発揮できる機会が確保されること。 

二 性別による固定的な役割分担意識に基づく社会の制度及

び慣行が改善され、すべての区民が多様な生き方を選択

できる社会づくりが推進されること。 

三 すべての区民が社会の対等な構成員として、あらゆる分

野における政策及び方針の立案及び決定に共に参画でき

る機会が確保されること。 

四 学校教育をはじめとするあらゆる教育の場において、男

女共同参画の視点を踏まえた教育が推進されること。 

五 すべての区民が相互の協力及び社会の支援の下に、育児、

介護その他の家庭生活と仕事その他の社会活動との均衡

と調和のとれた生活を営むことができること。 

六 すべての区民が互いの性を理解し、互いにその意思を尊

重し、共に健康な生活を営む権利が保障されること。 

七 男女共同参画の推進は、地域における国際化の進展に配

慮し、国際理解の下に行われること。 
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（性別による権利侵害の禁止） 

第四条 何人も、あらゆる分野において、直接であるか間接

であるかを問わず、性別による差別的取扱いを行つてはな

らない。 

２ 何人も、あらゆる分野において、セクシュアル・ハラス

メント及び配偶者への暴力その他の男女間における身体

的又は精神的な苦痛を与える暴力的行為（以下「暴力的

行為」という。）を行つてはならない。 

 

（あらゆる情報の公表への配慮） 

第五条 何人も、あらゆる情報の公表に当たっては、性別に

起因する人権侵害を助長することのないよう、かつ、セク

シュアル・ハラスメント及び暴力的行為を誘発することの

ないよう配慮するものとする。 

 

（区の責務） 

第六条 区は、基本理念に基づき、男女共同参画の推進に関す

る施策（積極的格差是正措置を含む。以下「関連施策」とい

う。）を策定し、総合的かつ計画的に推進するものとする。 

２ 区は、関連施策を実施するために、必要な体制の整備及

び財政上の措置を講ずるものとする。 

３ 区は、関連施策の実施にあたり、区民、事業者並びに国

及び都その他の地方公共団体と積極的に連携及び協力す

るものとする。 

 

（区民の責務） 

第七条 区民は、基本理念に基づき、男女共同参画に関する

理解を深め、あらゆる分野の活動において男女共同参画の

推進に取り組むよう努めるものとする。 

２ 区民は、区及び事業者との連携を図り、男女共同参画を

推進するよう努めるものとする。 

 

（事業者の責務） 

第八条 事業者は、基本理念に基づき、事業活動において男

女共同参画を推進し、男女が育児、介護その他の家庭生活

と仕事その他の社会活動との均衡と調和のとれた生活を営

むことができるよう努めるものとする。 

２ 事業者は、区及び区民との連携を図り、男女共同参画を

推進するよう努めるものとする。 

 

第二章 基本的施策等 

（基本的施策） 

第九条 区は、男女共同参画を推進するため、次の各号に掲

げる施策を行うものとする。 

一 すべての区民が性別による差別を受けることなく、個性

と能力を発揮することが尊重される社会の実現を目的と

した、区民及び事業者への啓発、調査研究、広報活動、

情報提供及び情報収集に関する施策 

二 セクシュアル・ハラスメント及び配偶者等への暴力の防

止並びに被害者の保護及び支援に関する施策 

三 あらゆる分野の活動の意思決定過程への参画に関する格

差が男女間に生ずることのないよう必要な措置を講ずる

ための施策 

四 学校教育をはじめとするあらゆる教育の場において、男

女共同参画の視点を踏まえた学習機会の提供、啓発、研

修その他男女共同参画の推進に資する教育のために必要

な施策 

五 すべての区民が共に育児、介護その他の家庭生活と仕事

その他の社会活動との均衡と調和のとれた生活を営むこ

とを支援する施策 

六 すべての区民が互いの性と人権を尊重し、共に健康な生

活を営むことを支援する施策 

七 前各号に掲げるもののほか、第三条に規定する基本理念

を実現するために必要な施策 

 

（行動計画） 

第十条 区長は、男女共同参画施策の総合的かつ計画的な推

進を図るための行動計画（以下「行動計画」という。）を策

定するものとする。 

２ 区長は、行動計画を策定するに当たつては、あらかじめ

第十三条に規定する東京都北区男女共同参画審議会に諮

問するとともに、区民及び事業者の意見を反映できるよ

う適切な措置を講ずるものとする。 

３ 区長は、行動計画を策定したときは、これを広く区民に

公表するものとする。 

４ 前二項の規定は、行動計画の変更について準用する。 

 

 

（年次報告） 

第十一条 区長は、毎年度、行動計画に基づく施策の実施状

況を明らかにする報告書を作成し、公表するものとする。 

 

（拠点施設） 

第十二条 区長は、第九条に掲げる基本的施策を推進するため
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の拠点施設を設置し、区民及び事業者による男女共同参画に

関する活動への支援、相談、情報提供、情報収集その他男女

共同参画施策の推進に関する事業を実施するものとする。 

 

第三章 男女共同参画審議会 

（設置） 

第十三条 男女共同参画の推進を図るため、区長の附属機関

として、東京都北区男女共同参画審議会（以下「審議会」

という。）を設置する。 

２ 審議会は、次の各号に掲げる事項を所掌する。 

一 区長の諮問に応じて、第十条第二項及び第四項の規定によ

り行動計画の策定及び変更について調査審議し、答申する

こと。 

二 行動計画の推進及び進捗状況その他男女共同参画推進に

関する事項について調査研究を行い、区長に意見を述べ

ること。 

三 第十五条第四項により、同条に規定する東京都北区男女

共同参画苦情解決委員会から意見を求められたときに、

意見を表明すること。 

四 その他男女共同参画推進に関し区長が必要と認めること。 

３ 審議会の委員は、二十人以内とし、男女共同参画の推進

に理解と識見を有するもののうちから区長が委嘱又は任

命する。 

４ 審議会の委員の任期は二年とし、再任を妨げない。ただ

し、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関

し必要な事項は、東京都北区規則（以下「規則」という。）

で定める。 

 

第四章 苦情への対応 

（苦情の申出と処理） 

第十四条 区民及び事業者は、区長に対し次の各号に掲げる

事項に関し苦情の申出をすることができる。 

一 区が実施する男女共同参画施策及び男女共同参画の推進

に影響を及ぼすと認められる施策に関する事項 

二 前号に規定するもの以外の性別による差別等男女共同参

画の推進を阻害すると認められる事項 

２ 区長は、前項に規定する苦情の申出（以下「苦情の申出」

という。）に対し、男女共同参画に資するように適切に対

応し、処理するものとする。 

３ 第一項の規定にかかわらず、次の各号に掲げる事項につ

いては苦情の申出をすることができない。 

一 裁判所において係争中の事項又は判決等のあった事項 

二 法令の規定により、不服申立てを行っている事項又は不

服申立てに対する裁決若しくは決定のあった事項 

三 区議会で審議中又は審議が終了した事項 

四 前項の規定による苦情の申出に対し行われた処理に関す

る事項 

 

（男女共同参画苦情解決委員会の設置） 

第十五条 区長は、苦情の申出を適切かつ迅速に処理するた

め、区長の附属機関として、東京都北区男女共同参画苦情

解決委員会（以下「苦情解決委員会」という。）を設置する。 

２ 区長は、苦情の申出がなされたときは、速やかに苦情解

決委員会に諮問しなければならない。 

３ 苦情解決委員会は、区長から苦情の申出について諮問が

あった場合は、苦情の申出に係る必要な調査を行い、必

要な措置について区長に答申するものとする。 

４ 苦情解決委員会は、区長から苦情の申出について諮問が

あった場合において、必要と認めるときは審議会に意見

を求めることができる。 

５ 苦情解決委員会の委員は、三人以内とし、男女共同参画

の推進に深い理解と識見を有する者のうちから、区長が

委嘱する。 

６ 苦情解決委員会の委員の任期は、二年とし、再任を妨げ

ない。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間

とする。 

７ 前各項に定めるもののほか、苦情解決委員会の組織及び

運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

第五章 雑則 

（委任） 

第十六条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

 

付 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成十八年七月一日から施行する。ただし、

第十条第二項（審議会に係る部分に限る。）、第三章（第

十三条第二項第三号の規定は除く。）及び付則第三項（苦

情解決委員会に係る部分を除く。）の規定は、平成十八年

十月一日から、第十三条第二項第三号、第四章及び付則

第三項（苦情解決委員会に係る部分に限る。）の規定は、

平成十九年一月一日から施行する。 

 

５３



 

 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際、現に策定されている東京都北区ア

ゼリアプランは、第十条第一項の規定により策定された

行動計画とみなす。

５４
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